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問�

　

風
の
丘
進
入
路
整
備
に

伴
い
市
道
愛
宕
根
岸
線
に

つ
な
が
る
若
宮
２
号
線
を

管
理
す
る
市
の
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

国
道
渋
滞
で
周
辺
住
民

や
風
の
丘
利
用
者
以
外
の

道
路
利
用
者
の
通
行
に
支

障
を
き
た
し
て
き
た
。
新

た
に
入
退
出
路
を
設
け
、

渋
滞
緩
和
を
図
り
、
通
行

の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

す
る
た
め
既
存
市
道
の
付

替
え
を
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。問�

　

市
道
路
線
の
変
更
に
係

る
地
域
と
の
意
見
調
整
は

ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て
き

た
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

事
業
用
地
に
係
る
地
権

者
や
周
辺
住
民
、
風
の
丘

関
係
者
等
を
中
心
に
説
明

し
た
が
、
今
回
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
範
囲
を
広
げ
て
説
明
す

べ
き
だ
っ
た
。

問�

　

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
は

ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
づ
く
り
は
住
民
が

主
役
だ
が
、
道
路
等
は
裁

量
に
限
界
が
あ
り
、
市
が

自
由
に
決
め
れ
な
い
。「
公

正
」、「
公
平
」、「
透
明
」

の
信
条
に
照
ら
し
、
市
民

周
知
、
市
民
合
意
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

　

市
施
設
の
維
持
管
理
に

係
る
経
費
の
見
込
み
は
。

答
（
市
長
）�

　

事
業
と
財
政
運
営
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
っ
て
、
維
持

管
理
費
を
含
め
た
経
費
の

削
減
に
努
め
て
い
る
。
施

設
整
備
完
成
後
の
維
持
管

理
費
は
、
設
計
や
管
理
運

営
方
法
を
検
討
し
、
財
政

計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

問�

　

施
設
整
備
は
総
合
計
画

と
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答
（
市
長
）

　

実
施
す
べ
き
事
業
の
優

先
順
位
を
定
め
計
画
が
策

定
さ
れ
、
施
策
と
整
合
は

図
ら
れ
て
い
る
。

問�

　

施
設
に
対
す
る
将
来
の

市
民
負
担
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）

　

公
共
施
設
維
持
管
理
費

の
多
く
が
税
金
で
賄
わ
れ

て
い
る
。
約
４
割
の
施
設

が
築
30
年
を
超
え
て
お

り
、
今
後
、
維
持
管
理
、

改
修
、
更
新
等
の
費
用
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

施
設
の
適
正
な
規
模
な

ど
の
見
直
し
を
計
画
的
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
管
理

運
営
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
で
経
費
削
減
に
努
め

る
。問�

　

鱒
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
整

備
に
新
た
な
計
画
が
財
政

的
影
響
し
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

鱒
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
見
出
す
べ
く
、
多
目

的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設

を
考
え
て
い
る
。
地
域
住

民
の
想
い
を
重
く
受
け
止

め
、
冷
静
な
判
断
も
必
要

で
あ
る
こ
と
を
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

風
の
丘
進
入
路
整
備
で

地
区
説
明
は

市
長･･･

市
民
合
意
の
必
要
あ
る

公
共
施
設
維
持
管
理
経
費
の

市
民
負
担
に
対
す
る
認
識
は

市
長･･･

長
期
的
視
点
と
効
率
化
で
経
費
削
減
を

多田 勉  議員

一問一答方式

風の丘進入路整備により市道が切り替えとなった

「わらすっこ議会」
～遠野のわらすっこ 未来を語る～

２月22日
開催

　令和元年度は「遠野市わらすっこ条例」制定 10
周年の節目の年。「わらすっこ会議」を通して市の
子育て支援について学んできたわらすっこ支援委
員 14 名が、取り組みの発表の場と位置付け、わ
らすっこ議員となり、この模擬議会に臨みました。
　わらすっこたちは、「遠野の未来を創造してみ
よう～私の夢と希望～」と題し、堂々と意見発表
を行いました。
　意見発表終了後には、わらすっこ議員から発議
案第 1 号「わらすっこの夢と希望のために遠野
市全体で応援するまちづくり宣言」が提出され、
全会一致で採択されました。

荒矢　悠
はる

希
き

小原　千
ち

慧
あき

仲宗根　千
ち

尋
ひろ

遠藤　淳
あつ

生
き

佐々木　美
み

佳
か

佐々木　彪
あや

希
き

多田　蒼
あお

人
と

多田　憂
ゆう

志
し

阿部　琉
りゅう

也
や

新田　隼
はや

斗
と

菊池　翼
つばさ

菊池　稜
りょう

真
ま

菊池　早
さ

姫
き

菊池　夢
ゆめ

乃
の

わらすっこ議員

わらすっこの夢と希望のために
遠野市全体で応援するまちづくり宣言

　わたしたちは、この遠野という郷土に生まれ、家族、
地域、市民の皆さんに支えられ、そして愛されてい
ます。
　今日は、遠野市わらすっこ条例第 7条に規定され
ている「意見を表明し、その意見が尊重される権利」
を具体化する機会として、「遠野の未来を創造してみ
よう　～私の夢と希望～」をテーマに、様々な視点
から意見を発表させていただきました。
　遠野市民憲章前文の「永遠 (えいえん )の日本（に
ほん）のふるさと遠野」は、わたしたちも大切にし
ていきたい将来像であります。
　わたしたちは、今、わたしたちにできることに挑
戦し、さらに、将来、先頭に立って、この遠野の郷土・
自然・文化・財産を継承していきたいと心から思っ
ています。
　こよなく遠野を愛すること、いわゆる地域への愛
着心は、大人の皆さんから教えていただいた「大切
な心」のひとつとして、忘れてはならないものだと
認識しているところであり、遠野は、日本、世界に
誇れる豊かな自然と伝統が息づく日本のふるさとで
す。
　この恵まれた環境に感謝し、伝統を継承しつつ、
新たな時代を創造、発展していけるよう未来に向か
って一歩ずつ進んでいくことを宣言します。

わらすっこ議会の会議録は、遠野市ホームページでご覧いただけます

議長に指名され挙手する
わらすっこ議員
「はい。議長！」

市政を問う（文責本人）
わらすっこ議会


